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2022 年度業務実績報告書 
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１．職名・氏名  助教・芝田有希             

 

２．学位  学位  修士 、専門分野  マーケティング 、授与機関  関西学院大学 、 

授与年  2022 年    

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

流通論(2 単位)(2 年生以降)、演習Ⅰ(4単位)(3年生)、外書講読Ⅰ(2単位)(2年生) 

②内容・ねらい 

流通論：流通を理解するための重要な概念・流通を担う多様な業種(業態)の特徴・流通を担う多

様な業種(業態)の社会的な役割や存在意義、今日的な課題を正しく理解できるようになる。 

 

演習Ⅰ：教科書を輪読し、マーケティングの基礎知識を習得した。その後、実際の企業の成功

事例や失敗事例事(ケーススタディ)に関する原因を考察し、「なぜ、その製品/ 

サービス/企業は成功/失敗したのか？」についてプレゼンテーションを行った。後期授業では、

グループに分かれて研究テーマを設定し、調査や分析の結果をゼミコンで報告した。 

 

外書講読Ⅰ：マーケティングに関する初級の洋書を輪読した。英語の専門書も時間をかければ

読めるということを実感させるとともに、自分自身で英和辞書を用いて、日本語訳を探すこと

の重要性を伝えた。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

流通論：毎講義ごとに、講義内容や流通に対する疑問を回収し、次回講義の冒頭で、興味深い

質問に対する回答・解説を行った。回答の際には、受講生になじみ深い、地元企業や全国展開

している企業の実例を用いることで、彼らの理解が促進されるよう努めた。 

 

演習Ⅰ：一方向的な講義やプレゼンテーションになることがないように、毎講義 30分程度はデ

ィスカッションや質疑応答の時間を作り、全ゼミ生が自分の考えを一度以上発言する機会を設

けた。教室での講義だけではなく、フィールドワークに積極的に参加し、実際に働いている方

にインタビューをすることで、実務的な視点からの学びを得るよう心掛けた。 

 

外書講読Ⅰ：一回当たりの課題を少なくする代わりに、英和辞典で調べて日本語訳することを

徹底した。翻訳サイトからのコピペでは、拾い上げられない翻訳のニュアンスの違いをしっか

り考える機会にしたかった。 

(2)その他の教育活動 

内容 

・福井市商工労働部商工振興課様へのインタビュー(演習Ⅰの活動として、11/8) 

(他、学生たちが自主的に行ったインタビュー調査 2 件：①まちづくり福井株式会社様、 

②HACO＆(株式会社ペーパージャック)様) 

 

【フィールドスタディ：1(3)件】 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

①著書 

 

 

 

 

【 0本】 

②学術論文（査読あり） 

 

 

 

 

【 0本】 

③その他論文（査読なし） 

 

 

 

 

【 0本】 

④学会発表等 

芝田(2022).「音楽が考慮集合サイズに与える影響―音楽感受性と衝動購買傾向を個人特性とし

て―」.日本マーケティングサイエンス学会・市場に関する研究部会(ハイブリット開催(於関西

学院大学上ヶ原キャンパス), 2022 年 2 月 12 日). 

 

 

 

【 1件】 

⑤その他の公表実績 

 

 

 

【 0本】 

 

 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

・学内 

令和４年度ステップアップ研究支援 

・学外 

2022 年度 研究活動スタート支援 

(3)特許等取得 

 

 

 

 

(4)学会活動等 

 

 

 

 



５．地域・社会貢献活動 

①-4 げんでんネクサス委員 

(担当期間)2 年(9/29:第 1 回げんでんネクサス委員懇親会、12/12 第二回懇親会) 

(業務内容) 

第一回：日本原子力発電株式会社様(以下、げんでん)より、事業運営状況等についての報告が

あった。その後、原子力発電への理解を深めるために、「放射能と放射線」(福井大学附属国際

原子力工学研究所 玉川洋一先生)に関するセミナーを聴講した。懇親会では、げんでんネクサ

ス委員とげんでん担当者の間で、活発な質疑応答が行われた。 

第二回：敦賀総合研修センター、美浜支援センターに見学へ行った。敦賀総合研修センターで

は、原子力発電所の内部構造や、発電のシステム、そして、緊急事態が発生した時の訓練実習

などを見学した。美浜支援センターでは、緊急支援用ロボット(ドローン)や特別車両を運用し

ている様子を見学した。 

 

⑥ 高校生への出張講義 

タイトル：3 年生_発表アドバイザー、開催場所：勝山高校、開催日時：7/14, 14:00-1600 

タイトル：探究ラウンドテーブル講師、開催場所：勝山高校、開催日時：11/8，14:30-16:30 

 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

 

(2)委員会・チーム活動 

オープンキャンパス委員(2 年) 

(3)学内行事への参加 

オープンキャンパス(オンサイト(8/7)・オンライン(8/21))、web 入試説明会(7/21,9:0-10:30)、入

学式(4/7,zoom 視聴)、期末試験監督(7/29、2 限・4 限)、経済学部研究会(7/27，9/21) 

(4)その他、自発的活動など 

 

 

 


